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慶応 4 年 4 月の場合、上京の行程は、8 日昼の 2 時前後に出帆し（牛窓であろ
う）、赤穂沖で日没を迎えている。晴天順風に恵まれて 9 日夕方 4 時前後（七つ
時）に神戸に到着する。この時は、「異人屋敷」を中心に神戸見学に一日を費や
している。翌日に出帆、明け方 4 時前後（七つ前）に大坂に到着、11 日まで買物
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１）史料目録−近藤家文書 13、「上京日記」（慶応 4 年〈1868〉4 月）。同月の記事は全て本号に依る。
２）史料目録は、本書『東西南北 2015』和光大学総合文化研究所、2015 年、寺島「19 世紀の旅日記」
036〜037 頁に掲載。










慶応 4 年 4 月の上京の際は、牛窓出発から京都到着までは五日間を要してい
る。しかし 9 日の神戸滞在、11 日の大坂滞在を差し引けば、実質的には海路・陸
路あわせて三日程度で上京は可能であったことが分かる。
復路についても確認しておこう。この時は、4 月 24 日朝に京都を出立し、伏
見から三十石船に乗り、同日夕方 4 時前後（七つ半頃）大坂に到着している。そ
して翌月 2 日まで滞在している（この間、角芝居や浄瑠璃を観に行っている）。29 日
の夕方に岡山方面へ向かう船に乗り込むが、風の具合で直ぐには出船できず、二
日後の閏 4 月 2 日に大坂の新堀を出発し、その日の夜半に室津に至っている。
その後、悪天候のためしばらく滞船し、4 日夕方四時前後（七つ頃）に出船、翌
5 日 10 時前後（朝四つ頃）に米崎に到着し、ここから漁船を借りて、昼前（四つ
半頃）に帰宅している。
復路の場合、4 月 24 日の京都出発から翌月 5 日の帰宅まで十日間かかってい
るが、大坂での滞在や悪天候での足止めを差し引けば、実際に移動に要した日数
は、往路と同様に三日程度ということになろう。これは復堂が地元と京都を往復
する際に要した平均的な日数であったと考えられる。同年 9 月の上京では、9 月
2 日に出発し、途中で神戸見物などすることなく、4 日午前中には大坂に着き 6
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図1　上京の往復についての略図
日まで滞在し、7 日に入京を果たしている４）。幕末の上京日記としては安政 6 年
（1859）のものが存在するが５）、往復の行程についての記載がない。そこで明治に
なってからの事例を参照すると、明治 2 年 9 月の上京の場合は、13 日に牛窓を



























４）史料目録−近藤家文書 14、「船中在坂在京中日誌」（慶応 4 年〈1868〉9 月）、なお復路については大
坂までの記載のみ。
５）史料目録−近藤家文書 7、「上京万日記」（安政 6 年〈1859〉仲夏）。
史料目録−近藤家文書 8、「上京日記」（安政 6 年〈1859〉菊月）。
６）史料目録−近藤家文書 15、「上京日誌」（明治 2 年〈1869〉9 月）。
７）本稿掲載の図に関しては、本研究プロジェクトの協同研究員である鈴木努氏に一方ならぬ協力を得
た。
８）史料目録−近藤家文書 19、「定例  直組上京諸入費記」（明治 9 年〈1876〉6 月）。
９）史料目録−近藤家文書 23、「直組上京諸入費日記」（明治 11 年〈1878〉6 月）。




4月 11日 大坂 備前屋太兵衛 備前屋に立ち寄り
12日 大坂 葉守屋 馳走に預かる
13日 伏見 浪花屋十介 船宿
13日 京都三条 伊勢屋半兵衛 京都での宿泊場所
13日 伏見〜京都 鉄五郎 上夫
14日 京都 出屋敷屋
14日 京都 岩田屋
14日 京都 中福丸太兵衛 晩に伏見より来る
14日 京都 鉄五郎 中福丸関係者？
15日 京都 太兵衛 召連
15日 京都 勝五郎 召連、宝物丸関係者
16日 京都 清風舎 五条坂陶工師
16日 京都 七兵衛
16日 京都 安兵衛 案内者
17日 京都 安兵衛 案内者
17日 京都 岩田屋又左衛門 先斗町にて振舞の案内役
19日 京都 西屋 伏見へ下る
19日 京都 芳介 伊勢参宮より戻る
20日 京都 中福丸太兵衛 伏見へ下る
21日 京都 願岩彦 宿へ来る
22日 京都 出屋敷屋利介方 一杯呼れる
23日 京都 岩田屋又左衛門
24日 大坂 備前屋太兵衛 宿泊場所
25日 大坂 備前屋太兵衛 一杯呼れる




9月 6日 大坂 葉守屋
6日 大坂 西屋 復堂に同道
6日 大坂 東屋 復堂に同道
6日 大坂 三木屋 復堂に同道
7日 京都 長太
7日 京都 名波兵へ









17日 京都 西屋 同伴にて伏見へ行く
17日 京都 東屋 同伴にて伏見へ行く
17日 京都 三木屋 同伴にて伏見へ行く
18日 伏見 難破屋 宿泊場所
18日 伏見 一条名波兵衛 直組
20日 大坂 芳野屋 直組惣代
20日 大坂 西屋








7日 京都 中石権や 万屋手代










11日 京都 年番 一同集会







17日 京都 年番 復堂が挨拶にいく
























慶応 4 年（1868）4 月の上京の際に要した費用については、「上京日記」の最後

































11）史料目録−近藤家文書 15、「上京日誌」（明治 2 年〈1869〉9 月）。















なお宿代に関しては、先に近藤家文書 15 から拾い出した[小遣い の中に「ふ
とん七つ」とか「伏見浪花屋払」（浪花屋は船宿）が計上されていることから、基
本的に小遣いという分類で処理されていたようである。慶応 4 年 4 月の上京に
際しては、4 月 24 日に宿代として伊勢屋半左衛門に 7 両 1 朱と 350 文を支払っ
ている。内訳は 4 両 3 歩 2 朱を 13 日から 19 日までの宿泊代 26 人前として、3
歩 3 朱を 13 日から 19 日までの中飯代 11 人前として、3 歩と 350 文を 13 日か













13）史料目録−近藤家文書 20、「直組上京諸入費日誌」（明治 10 年〈1877〉6 月）。
史料目録−近藤家文書 24、「醤油直組総代上京日誌」（明治 11 年〈1878〉11 月）。
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11日 1両2歩 宗右衛門夏月形鉄瓶1 金屋清兵衛払、「本」
つ（箱入）
11日 2朱 仙徳水こぼし 金屋清兵衛払






13日 1歩2朱 羊羹1箱 葉友へ音物
13日 1歩2朱 羊羹1箱（皮包1つ） 岩文・出利へ音物、「本」
13日 1歩 羊羹1箱 「本」
13日 1両 扇子代 山崎屋払
13日 3貫500文 二本物70本
13日 1貫 五色5本（箱入）
13日 1朱 白扇5本 購入日時4月13日ヵ
13日 3貫 五色扇3箱 購入日時4月13日ヵ
13日 1貫500文 二本物30本 購入日時4月13日ヵ















14日 3歩 合田分烏帽子1頭 中村佐右衛門払
14日 2朱と200文 柄巻皮1つ 「本」
表4　慶応4年（1868）4月諸経費

















16日 2歩 染付1つ 「本」
16日 1歩3朱 染付茶入1つ 「本」
16日 2歩1朱 染付茶碗5つ 「本」
16日 2両 清風口払 1両2歩本家分、2歩手前
分






16日 180文 茶台1つ 本家分
16日 360文 茶台2つ
16日 150文 筆立1つ 「本」
16日 2朱300文 染付丼1つ













19日 2歩1朱 名家全部 「本」
19日 1歩 興風集2冊













日付 金額 費目 備考
21日 10貫750匁 生喜撰小半 新茶1袋（1朱355文）は
本家分、3朱/95文は手前
分
21日 1歩2朱 紅代 「本」







24日 4両3歩2朱 泊り代26人前 4月13日〜19日
24日 2歩3朱 中飯代11人前 4月13日〜19日
24日 3歩/350文 酒4升2人分 4月13日〜18日
24日 3歩 15日宿代 伊勢半払
24日 3朱300文 手引飯料3度分
24日 1歩1朱 手引三日分日雇
24日 1両1歩3朱 泊り代13人分 4月19日〜23日、1人前3
朱
24日 3歩1朱 中飯代13人前 4月19日〜23日、1人前1
朱
24日 1歩1朱 泊り代3人前 4月23日




































日付 金額 費目 備考
29日 1貫600文 藤倉草履女形4足
29日 1貫800文 藤倉草履男形2足





























とが中心である。慶応 4 年 4 月の場合、このうちのレジャーの側面、すなわち
名所見物が大きな比重を占めているのが特徴的である。
この時、往路で神戸に立ち寄り居留地の見物をしている。この時の様子を、復




































日付 地名 場所 見料 備考
4月
9日 神戸 異人館



















16日 京都 百万遍智恩寺 陣所のため門前を通るの
み
16日 京都 真如堂 極楽寺・神楽丘という
16日 京都 東北院
16日 京都 （黒谷）金戒光明寺 陣所のため門前を通るの
み
16日 京都 聖護院
17日 京都 六角堂 西国十八番札所
17日 京都 東本願寺 長州公御下陣のため見学
許されず
17日 京都 西本願寺 長州公御下陣のため見学
許されず
17日 京都 東寺






日付 地名 場所 見料 備考
17日 京都 嵯峨ノ虚空蔵 法輪寺
17日 京都 嵐山
17日 京都 天龍寺 丸焼け






17日 京都 北野天満宮 北野河内屋支度
18日 京都 「草臥休足」
19日 京都 二条城 太政官御門通る
19日 京都 平野社 西陣
19日 京都 金閣寺 224文 御庭拝見
19日 京都 今宮社
19日 京都 大徳寺





19日 京都 永観堂 紀州御下陣のため入れず
20日 京都 方広寺 大仏、唐人耳塚、大釣鐘
20日 京都 三十三間堂
20日 京都 新熊野釼之宮







25日 大坂 両御堂 北新地
25日 大坂 堂島 御霊へ見学に行く
閏4月



















































































上京日誌による限り、これは慶応 4 年 4 月の上京のみに確認できる特徴である。




注目すべきなのは、慶応 4 年 4 月の京都というタイミングではないだろうか。
周知のように、この年の 1 月の鳥羽・伏見の戦いに端を発して戊辰戦争が始まっ






















































この点は、慶応 4 年（1868）の 9 月の上京の様子と比べてみればより明らかと
なる。前述のように、この時の状況を示した「船中在坂在京日誌」14）によれば、




14）史料目録−近藤家文書 14、「船中在坂在京日誌」（慶応 4 年〈1968〉9 月）。
がみられる。在京期間は約半月ほど長かったにも関わらず、復堂は名所見物には
ほとんど時間を費やしてはいない。むしろこの時は京都に居ながら、宿に一日中













以上の点から 4 月の上京は、9 月の上京と併せて考える必要があるように考え










報にアクセスするということでもあり、慶応 4 年 4 月の京都での復堂の足跡も、
この点を踏まえながら理解していく必要があるのではないだろうか。
5──おわりに
慶応 4 年 4 月の上京日誌の内容を中心に、復堂の旅について考えてきた。行
論中に示されているように、復堂の上京という旅は、今日的な意味でいう旅のレ
ジャー、ビジネス、ショッピングという要素を全て含み込んでいた。そして重要
なのは、こうした旅のいくつかの要素が、一つの日記の中にまとめて記されてい
るという点である。
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4 月の上京における精力的な名所見物を、物見遊山として位置づけることも可
能であろう。しかし前述したように、周辺状況を踏まえた場合、そこには「観
光」という言葉では片づけられない性格を見出すこともできる。そもそも当時の
旅をレジャー、ビジネス、ショッピングといった要素で分別することにどれだけ
の意味があるのだろうか。
今ほど交通事情や情報伝達が発達していなかった時代においては、目的を絞っ
て旅をするなどという、現代人の発想するようなあり方は存在しておらず、旅
（ここでは上京）という行為の中で出来ることは全てやる、というのが自然の姿だ
ったのではないだろうか。近藤家文書の残された上京日記は、そんな当時の旅の
かたちを理解する上で好適な事例なのである。
［あらがき  つねあき］
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